
暑さがやわらぎ秋らしくなってきました。お米に野菜、くだもの、魚など、日本の食卓に欠かせない
あつ あき こめ やさい さかな にほん しょくたく か

多くの食べ物が旬を迎える季節です。「旬」とは、その食べ物がたくさんとれるうえに、一年のうちで
おお た もの しゅん むか きせつ しゅん た もの いちねん

もっともおいしく、栄養価も高くなる時期のことです。よく食べ、よく運動し、心身ともに実りの多い秋
えいようか たか じ き た うんどう しんしん みの おお あき

にしましょう。

「食品ロス」とは、まだ食べることができるのに、ごみとして捨てられてしまう食べ物のこ
しょくひん た す た もの

とです。日本では毎年600万トン以上もの量が発生しています。日本人一人あたり、毎日お
にほん まいとし まん いじょう りょう はっせい にほんじんひとり まいにち

茶わん１杯分のご飯を捨てているのと同じ量になり、これは世界中で飢餓に苦しむ人々に向
ちゃ ぱいぶん はん す おな りょう せかいじゅう き が くる ひとびと む

けた世界の食 糧 援助量（2018年で年間390万トン）をはるかに超えています。大切な食
せかい しょくりょうえんじょりょう ねん ねんかん まん こ たいせつ た

べ物を無駄にせず、また地球環境を守っていくためにも食品ロスを減らす努力が大切です。
もの む だ ちきゅうかんきょう まも しょくひん へ どりょく たいせつ

このグラフは、邑楽町の４月から７月までの給 食の残量を表しています。
おうらまち がつ がつ きゅうしょく ざんりょう あらわ

一人一人が大さじ１から２を食べることで食品ロス削減になり、残量も０に近づきます。
ひとりひとり おお た しょくひん さくげん ざんりょう ちか

１０月から一人一人が意識して取り組んでみましょう。
がつ ひとりひとり いしき と く
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邑楽町立学校給食センター

群馬県・邑楽町でとれる農産物を知ろう
ぐんまけん おうらまち のうさんぶつ

献 立 表の太字は邑楽町産のものをあらわしています。
こんだてひょう ふとじ おうらまちさん

今月の給食目標
こんげつ きゅうしょくもくひょう
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おう こく おう えん こんだて じっ し

9月３日にホストタウン交流 の一貫としてトンガ王国
がつ か こうりゅう いっかん おうこく

の料理を給食 で提供 をしました。白身魚を揚げた
りょうり きゅうしょく ていきょう しろみざかな あ

「ファカパクイカ」、春雨の炒め物「サパスイ」、粘り気
はるさめ いた もの ねば け

のある葉野菜を使用した煮込み料理「ペレ」を子どもた
ようやさい しよう にこ りょうり こ

ちは、おいしそうに笑顔で食べていました。
えがお た


